











































































































“justiça” が当てられ、この “justiça” に対応する語として「憲法」が用いられているのだ
が、この訳は “aequitas” や “justitia” だけでなく、“jus”（権利・正しさ）や “rectitudo”（直
ぐであること）にも当てられている。たしかに “jus” と “justitia” は関連する語ではある


























































“Iustitia est perpetua et constans voluntas jus suum unicuique tribuens”（正義は各人にかれの権
利を帰属させようとする不動にして恒久的な意志である）は、法学者ウルピアヌス（170

























































































































る判断において “Acceptio personarum” は正義に対する多大な妨げとなると考えられてい


























































































 ラテン語本：Compendia complied by Pedro Gomez, Jesuit College of Japan, ed. Krishitan Bunko 



























































25 『神学大全』II-II部第 58問題第 6項によれば、法的正義が君主において「主要的にかついわ
ば棟梁的な仕方で」（principaliter et quasi architectonice）見出され、従属するものたちにおい







29 尾原によれば、この箇所の irregalは illegalの書き誤りである（「日本語本」179頁欄外註参
照）。




いては国家における公務に対する支給に関する論述へと変っていた（cf. Nicole Reinhardt, 
Voices of Conscience: Royal Confessors and Political Counsel in Seventeenth-Century Spain and 
France, Oxford University Press, 2016, pp.136-155）
31 『トマス・アクィナス『神学大全』語彙集（羅和）』新世社、1988年、1頁参照












の訳語の一つではあっても、ポルトガル語の “habito”（習慣）ではなく “forma” や “disposicao 
do corpo” などに対する訳語であるため、徳に備わる習性には適合しない。
キーワード：16世紀における徳倫理学、ペドロ・ゴメス『講義要綱』、正義、徳、習慣
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